
広報すみた  平成23年7月25日（１２）

 　

Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
な
ど
で
お
な

じ
み
の
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
後
藤
の
り
こ
さ
ん
の
講
演

会
が
７
月
７
日
、
世
田
米
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
放
送
と
私
〜
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
か
あ
さ
ん　

」
と
題
し
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講
演
。
世
田
米
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
区

民
な
ど　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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後
藤
さ
ん
は
、「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
仕
事
の
９
割
は
調
べ
た
り
聞
い

た
り
す
る
こ
と
」
と
説
明
し
、
準

備
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
親
が
子
ど
も
の
前
で
弱
音
を

は
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
は
、
家
で
弱
音
を
は

い
て
い
い
こ
と
が
分
か
る
し
、
そ

の
分
外
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る

数あそび楽しく交流
　　　「ワン・ツー・スリー！」

よ
う
に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。　

　

こ
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
番
組
に

送
ら
れ
た
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
本
番
さ
な
が
ら

に
読
む
実
演
も
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 　

　

町
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

青
少
年
劇
場
が
６
月　

日
、
社
会
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体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
、
２
４

８
人
の
児
童
が
狂
言
の
舞
台
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
重
要
無
形
文
化
財

総
合
指
定
者
で
あ
る
山
本
則
俊
氏

の
大
蔵
流
「
山
本
会
」
が
来
町
し
、

「
柿
山
伏
」「
附
子
（
ぶ
す
）」
の
２

つ
の
狂
言
を
演
じ
ま
し
た
。
演
目

前
に
は
分
か
り
や
す
く
作
品
の
解

説
が
あ
り
、
内
容
を
よ
く
理
解
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
験
の
時
間
で
は
、
狂

言
の
作
法
・
歩
き
方
・
声
の
出
し

方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

高
学
年
だ
け
で
な
く
低
学
年
の

児
童
も
楽
し
め
た
よ
う
で
、
日
本

の
文
化
に
親
し
み
を
も
っ
て
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
初
と
な
る
「
森
の
保
育
園
」
が

７
月
８
日
に
行
わ
れ
、
世
田
米
保
育
園
の
園

児　

名
が
、
元
気
に
種
山
を
歩
き
ま
し
た
。
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こ
の
日
は
、
森
の
案
内
人
２
名
、
住
田
高

校
生　

名
と
一
緒
に
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

13

分
か
れ
て
物
見
山
登
山
。
途
中
に
は
、「
高
校

生
と
英
語
で
ご
あ
い
さ
つ
」「
大
き
な
声
で

ヤ
ッ
ホ
ー
言
え
る
か
な
？
」
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
上
手
に
で
き
た

園
児
に
は
褒
美
の
シ
ー
ル
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
巨
人
の
左
足
」
と
呼
ば
れ
る
大

き
な
岩
に
寝
転
が
り
、
目
を
閉
じ
て
種
山
の

風
を
感
じ
ま
し
た
。

岩にねころがって、前からふいてくる風がとても
気持ち良かったよ！

基本の立ち方・座り方をマスター !?
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今
年
度
第
一
回
目
と
な
る

パ
ー
ム
パ
ー
ム
が
６
月　

日
、
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中
央
公
民
館
図
書
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は　

名
の
親
子
が
参

16

加
。
美
野
マ
ー
ク
国
際
教
育
主

事
と
英
語
の
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
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震災後のラジオ放送局の状況
などもお話いただきました

（１３）平成23年7月25日　広報すみた
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��������	
�
　震災による喪失体験（家、宝物、大切な人、仕事など）によって、こころの流れは以下のように
変化します。

������

大きな悲しみや不安に押しつぶされそうになることも
あるかもしれませんが、いつまでも続くものではあり
ません。大概は、時間はかかっても、いずれ回復する
ものです。
「今度温泉に行こう」、「いつかご飯を食べに行こう」
など、周囲の人との小さな明るい約束は、不安をやわ
らげることにもつながります。
「自分よりもっと大変な人もいる！」「私も頑張らなくては！」と思うこともあ
るかもしれません。でも、疲れを感じた時は頑張りすぎず、プライベートや楽
しみを優先して、自分をいたわってあげることが大切です。

参考文献：国際 EAP 研究センター災害時こころのケアチーム　災害時のこころのケア　英治出版
                                                                                     【情報提供】児童家庭支援センター大洋
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　 失ってしまったことを頭ではわかっていても、「こ 
 れは夢かもしれない」という気持ちがぬぐいきれな
 いことがあります。
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　 誰にもぶつけることのできない怒りや、助けるこ
 とができなかったことへの罪悪感を感じることがあ
 ります。

　�������	
��
����������
�������	
��
�����������

������

�������	

　 失ったことを実感し始めます。寂しさや虚しさが
 増すこともあります。
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　 悲しみはあるものの、失った状況に徐々に適応し
 ていきます。


